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【手続補正書】
【提出日】令和3年5月20日(2021.5.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
【図１】実施形態１に係る雌コネクタ構造体を示す断面図
【図２】雌コネクタ構造体を示す斜視図
【図３】スリーブをシールド電線のシースに外嵌させる工程を示す斜視図
【図４】スリーブがシールド電線のシースに外嵌された状態を示す平面図
【図５】編組線がスリーブの上に折り返された状態を示す平面図
【図６】被覆電線にクリップを外嵌させる工程を示す斜視図
【図７】アッパー誘電体に雌端子を載置する工程を示す斜視図
【図８】アッパー誘電体とロア誘電体とを組み付ける工程を示す斜視図
【図９】アッパー誘電体とロア誘電体とが組み付けられた状態を示す斜視図
【図１０】第１外導体の筒部に誘電体を挿入する工程を示す斜視図
【図１１】第１外導体の筒部に誘電体が挿入された状態を示す斜視図
【図１２】第１外導体と第２外導体とを接続する工程を示す斜視図
【図１３】第１外導体と第２外導体とを接続する工程を示す斜視図
【図１４】第１外導体と第２外導体とを示す分解斜視図
【図１５】雌コネクタ構造体を示す底面図
【図１６】図１５におけるＸＶＩ－ＸＶＩ線断面図
【図１７】実施形態２に係る雄コネクタ構造体を示す斜視図
【図１８】スリーブがシースに外嵌された状態を示す斜視図
【図１９】アッパー誘電体に雄端子が載置される工程を示す斜視図
【図２０】アッパー誘電体とロア誘電体とを組み付ける工程を示す斜視図
【図２１】アッパー誘電体とロア誘電体とが組み付けられた状態を示す斜視図
【図２２】第１外導体の筒部に誘電体が挿入される工程を示す斜視図
【図２３】第１外導体の筒部に誘電体が挿入された状態を示す斜視図
【図２４】第１外導体と第２外導体とを接続する工程を示す斜視図
【図２５】第１外導体と第２外導体とを接続する工程を示す斜視図
【図２６】第１外導体と第２外導体とを示す分解斜視図
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　前圧着部４４は、上壁４４Ｕと、上壁４４Ｕの左側縁から下方に延びる左側壁４４Ｌ（
包囲部の一例）と、上壁４４Ｕの右側縁から下方に延びる右側壁４４Ｒ（包囲部の一例）
と、左側壁４４Ｌの下端縁のうち後端部寄りの部分から右方に延びる左圧着片４７Ｌと、
右側壁４４Ｒの下端縁のうち前端部寄りの部分から左方に延びる右圧着片４７Ｒと、を有
する。前圧着部４４が筒部３５の外周に圧着された状態では、前圧着部４４の上壁４４Ｕ
は筒部３５の上壁３５Ｕを上方から覆い、前圧着部４４の左側壁４４Ｌは筒部３５の左側
壁３５Ｌを左方から覆い、前圧着部４４の右側壁４４Ｒは筒部３５の右側壁３５Ｒを右方
から覆い、前圧着部４４の左圧着片４７Ｌと右圧着片４７Ｒは、筒部３５の底壁３５Ｂを
下方から覆っている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　左圧着片４７Ｌの前端縁は、マーク４３の後端縁に対して後方から当接可能になってい
る。また、右圧着片４７Ｒの後端縁は、マーク４３の前端縁に対して前方から当接可能に
なっている。これにより、筒部３５と、前圧着部４４とは、前後方向について位置決めさ
れるようになっている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
雄コネクタ１１２
　雄コネクタ１１２は、雄端子１１８（内導体の一例）と、雄端子１１８の外周を包囲す
る絶縁性の誘電体１１９と、誘電体１１９の外周を包囲する外導体２０と、を備える。外
導体２０は、第１外導体１３３と、第１外導体１３３に電気的に接続された第２外導体１
３４とを、有する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
雄端子１１８
　図１８に示すように、雄端子１１８は、金属板材を所定の形状にプレス加工してなる。
雄端子１１８を構成する金属としては、銅、銅合金、アルミニウム、アルミニウム合金等
、必要に応じて任意の金属を選択することができる。雄端子１１８は、各被覆電線１３の
端末に接続されている。雄端子１１８は、被覆電線１３の絶縁被覆１７の外周に巻き付く
ように圧着するインシュレーションバレル１２１と、インシュレーションバレル１２１の
前方に連なって芯線１６の外周に巻き付くように圧着するワイヤーバレル１２２と、ワイ
ヤーバレル１２２の前方に連なって、図示しない相手側端子の接続筒部内に挿入される雄
タブ１２３が前方に延出している。雄タブ１２３が接続筒部内に挿入されることにより、
相手側端子と雄端子１１８とが電気的に接続されるようになっている。
【手続補正６】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
第１外導体１３３
　図２２及び図２６に示すように、第１外導体１３３は、金属板材を所定の形状にプレス
加工してなる。第１外導体１３３を構成する金属は銅、銅合金、アルミニウム、アルミニ
ウム合金等、任意の金属を必要に応じて選択できる。第１外導体１３３は、前後方向に延
びる角筒状をなす筒部１３５と、筒部１３５の後方に配されて前後方向に延びる細長い板
状をなすと共にシース１５の外周に折り返された編組線１４に重ねられる接続板部１３６
と、筒部１３５と接続板部１３６とを前後に連結する第１連結部１３７と、を有する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　筒部１３５の左半部１３５ＵＬの、前後方向の中央位置付近には、前後方向に延びる前
係止片１４０Ｆが、前端部を基部として、後方に片持ち状に延びて形成されている。前係
止片１４０Ｆは、後方に向かうに従って、筒部１３５の内方に延びて形成されている。前
係止片１４０Ｆの近傍には、前係止片１４０Ｆを上壁１３５Ｕから切り出すための前貫通
孔１４１Ｆが形成されている。前係止片１４０Ｆは上下方向について弾性変形可能に形成
されている。この前係止片１４０Ｆの後端部が、誘電体１１９の前後方向の中央位置付近
に形成された前係止凹部１４２Ｆに前方から係止することにより、誘電体１１９が筒部１
３５内において抜止状態で保持されるようになっている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６９】
第２外導体１３４
　図２４及び図２６に示すように、第２外導体１３４は、金属板材を所定の形状にプレス
加工してなる。第２外導体１３４を構成する金属は銅、銅合金、アルミニウム、アルミニ
ウム合金等、任意の金属を必要に応じて選択できる。第２外導体１３４は、筒部１３５の
外周に圧着する前圧着部１４４（筒圧着部の一例）と、シース１５の端末に折り返された
編組線１４及びこの編組線１４に重ねられた接続板部１３６に圧着する後圧着部１４５（
シールド圧着部の一例）と、前圧着部１４４と後圧着部１４５とを前後に連結する第２連
結部１４６と、を有する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　前圧着部１４４は、上壁１４４Ｕと、上壁１４４Ｕの左側縁から下方に延びる左側壁１
４４Ｌ（包囲部の一例）と、上壁１４４Ｕの右側縁から下方に延びる右側壁１４４Ｒ（包
囲部の一例）と、左側壁１４４Ｌの下端縁のうち前端部寄りの部分から右方に延びる左圧
着片１４７Ｌと、右側壁１４４Ｒの下端縁のうち後端部寄りの部分から左方に延びる右圧
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着片１４７Ｒと、を有する。前圧着部１４４が筒部１３５の外周に圧着された状態では、
前圧着部１４４の上壁１４４Ｕは筒部１３５の上壁１３５Ｕを上方から覆い、前圧着部１
４４の左側壁１４４Ｌは筒部１３５の左側壁１３５Ｌを左方から覆い、前圧着部１４４の
右側壁１４４Ｒは筒部１３５の右側壁１３５Ｒを右方から覆い、前圧着部１４４の左圧着
片１４７Ｌと右圧着片１４７Ｒは、筒部１３５の底壁１３５Ｂを下方から覆っている。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　左圧着片１４７Ｌの後端縁は、下マーク１４３Ｌの前端縁に対して前方から当接可能に
なっている。また、右圧着片１４７Ｒの前端縁は、下マーク１４３Ｌの後端縁に対して後
方から当接可能になっている。これにより、筒部１３５と、前圧着部１４４とは、前後方
向について位置決めされるようになっている。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　前圧着部１４４の上壁１４４Ｕには、凹部１６０よりもやや前方の位置に、上方から見
て略四角形状をなす係止孔１４９が貫通されている。この係止孔１４９の孔縁部に、図示
しないコネクタハウジングのランスが係止するようになっている。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　前圧着部１４４が筒部１３５の外周に圧着した状態で、筒部１３５の後係止片１４０Ｂ
及び後貫通孔１４１Ｂは、前圧着部１４４の左側壁１４４Ｌ及び右側壁１４４Ｒによって
、左右方向について外方から覆われるようになっている（図２４及び図２５を併せて参照
）。これにより、筒部１３５の後貫通孔１４１Ｂから誘電体１１９が露出しないようにな
っている。この結果、雄端子１１８又は芯線１６で発生したノイズが筒部１３５の後貫通
孔１４１Ｂから外部に漏洩したり、外部のノイズが筒部１３５の後貫通孔１４１Ｂから雄
端子１１８又は芯線１６に侵入したりすることを抑制することができる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　また、前圧着部１４４が筒部１３５の外周に圧着した状態で、筒部１３５の前係止片１
４０Ｆ及び前貫通孔１４１Ｆは、前圧着部１４４の上壁１４４Ｕによって、上方から覆わ
れるようになっている（図２４及び図２５を併せて参照）。これにより、筒部１３５の前
貫通孔１４１Ｆから誘電体１１９が露出しないようになっている。この結果、雄端子１１
８又は芯線１６で発生したノイズが筒部１３５の前貫通孔１４１Ｆから外部に漏洩したり
、外部のノイズが筒部１３５の前貫通孔１４１Ｆから雄端子１１８又は芯線１６に侵入し
たりすることを抑制することができる。
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【手続補正１４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１２】
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【手続補正１５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１６】
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【手続補正１６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１９】
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【手続補正１７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２０】
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【手続補正１８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２１
【補正方法】変更
【補正の内容】



(14) JP 2020-107565 A5 2021.7.26

【図２１】
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【手続補正１９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２２】
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